
１．市政アンケート調査の概要

【案内：郵送・メール、回答：郵送・インターネット】

福岡市　市長室　広聴課

２．第２回調査の概要

５４８人

８５．４％

①「ふくおかさん家のうまかもん」について

②「消費生活」について

③「地域の福祉活動 」について

④「脱炭素社会の実現に向けた取組み」について

⑤「福岡市の教育」について

３．注意点

（１）

（２） 小数点第２位を四捨五入しているため、百分率の合計が１００％にならない場合もあります。

（３） 複数回答ができる設問では、回答率の合計が１００％を超えることがあります。

（４） 今回の調査結果の詳細についてのお問い合わせは、各事業の所管課にお願いします。

（３）回答者数

（４）有効回答率

（５）調査テーマ

各設問の母数（調査の元になる数）は、（Ｎ＝）または（ｎ＝）で表記しています。ただし、グラフ中
に特に表記がないものについての母数は、各テーマ横にある（Ｎ＝）の数字となります。

（１）調査時期 令和５年６月２３日から７月７日まで

（２）調査対象者数 ６４２人

①選考方法：住民基本台帳から無作為に抽出した市民の中から
                  承諾を得て依頼

②任期　　　：令和５年４月５日から令和６年３月３１日まで

（３）調査方法

（４）調査主体

令和５年度  市政アンケート調査
第２回結果報告(概要版)

（１）目的 ①本市の施策や事業に関するアンケートを実施し、施策推進の
　 ための参考とする。

②アンケート調査を通じ、市民の市政への関心や理解を深める。

（２）調査対象者 福岡市内に居住する満１８歳以上の市民６４７人（就任時）



①「ふくおかさん家のうまかもん」について（N=548）

≪「ふくおかさん家のうまかもん」を ≪今後、農林水産物・その加工品の購入時や
   知っていたか≫ 飲食店利用時に、市内産を優先したいか≫

②「消費生活」について（N=548）
 ≪消費生活センターや同センターに相談窓口が  ≪店舗や通信販売で購入・利用契約をした場合
                       あることを知っていたか≫ クーリング・オフができないことを知っていたか≫

 ≪令和４年４月から「未成年者取消権」が１８歳、１９歳に適用されなくなったことを知っていたか≫

優先したい
28.1%

どちらかといえば

優先したい
64.6%

どちらかといえば

優先したくない
4.0%

優先したくない
3.3%

無回答
0.0%

『優先したい』
92.7%

※『 』は２つ以上の選択肢を合計して表したもの

例：『優先したい』＝「優先したい」＋「どちらかといえば優先したい」

言葉も、内容も

知っている
6.0% 言葉は知っているが、

内容は知らない
14.6%

言葉も、内容

も知らない
79.4%

無回答
0.0%

『知っている』
20.6%

知っていた
54.2%

知らなかった
45.8%

無回答
0.0%

知っていた

54.9%

知らなかった

45.1%

無回答

0.0%

55.0

40.0

45.5

59.0

61.4

66.7

45.0

60.0

54.5

41.0

38.6

33.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
知っていた 知らなかった 無回答

名前も相談窓口が

あることも知っていた

77.7%

知らなかった
7.7%

無回答
0.0%

名前は知っていたが、

相談窓口があることは

知らなかった
14.6%

40代

(n=99)

30代

(n=85)

50代

(n=100)

60代

(n=70)

70歳以上

(n=114)

18～29歳

(n=80)



③「地域の福祉活動」について（N=548）

 ≪地域の福祉活動のうち知っているもの≫

 

 ≪地域に関する情報をどのような方法で取得するか≫

76.8

44.0

38.7

31.9

14.1

9.1

7.3

4.2

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福岡市発行の広報紙（市政だよりなど）

公民館、自治協議会、自治会・町内会、

社会福祉協議会発行の広報紙

福岡市のホームページ

家族・友人・近所の人から聞いて

地域活動に参加する中で

地域の役員から聞いて

公民館、自治協議会、自治会・町内会、

社会福祉協議会のホームペ―ジ

その他

地域に関する情報を取得することはない
複数回答

81.6

68.4

46.0

37.2

34.1

20.6

16.8

14.8

10.9

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登下校時の見守り活動、交通安全運動

民生委員・児童委員の見守り活動

子育て交流サロン

ふれあいサロン

地域のあいさつ運動

地域カフェ、認知症カフェ

ふれあいネットワーク

生活支援ボランティア活動

地域の福祉活動に関する出前講座

上記のいずれも知らなかった
複数回答

「登下校時の見守り活動、交通安全運動」と回答した方が81.6％と最も多く、次いで「民生委員・児童委員

の見守り活動」が68.4％となりました。



④「脱炭素社会の実現に向けた取組み」について（N=548）

≪脱炭素行動について≫ 

≪脱炭素行動に取り組みたいと思うか≫

取り組みたい
29.2%

どちらかといえば

取り組みたい
64.4%

どちらかといえば

取り組みたくない
3.6%

取り組みたくない
2.4% 無回答

0.4%

『取り組みたい』と回答した方

は93.6％となりました。

『取り組みたい』
93.6%

(いつも)取り組んでいる 取り組んでいない 該当しない 無回答

50.4 

44.3 

40.9 

18.8 

10.4 

33.9 

12.4 

11.1 

9.5 

10.8 

40.7 

46.0 

39.6 

48.0 

55.1 

28.5 

43.6 

44.2 

21.0 

7.5 

6.4 

5.7 

18.2 

24.3 

31.4 

27.6 

35.6 

38.7 

53.8 

44.0 

2.6

3.6

1.3

8.6

2.9

9.9

8.4

5.7

14.6

37.0

0.0

0.4

0.0

0.4

0.2

0.2

0.0

0.4

1.1

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

照明は、LEDライトを使用している

家電製品を購入または買い替えるときには、

省エネ性能の高いものを選ぶよう心がけている

冷蔵庫の扉の開閉回数や時間をできるだけ

少なくしている

紙の削減や移動による環境負荷を減らすため、

行政手続や民間サービスには、オンラインを優先

して利用している

商品を選ぶとき、プラスチック製品ではなく紙や植物

由来素材の製品を選んだり、簡易包装された商品を

選んでいる

宅配ボックス・置き配の利用や駅・コンビニ

受け取りにより、宅配の再配達を削減している

リサイクルショップやフリーマーケット、フリマアプリ

などを利用している

家電製品を使用しないときはプラグを抜いている

家庭の電気について、再生可能エネルギーなど

発電時に二酸化炭素排出量が少ない電力プラン

を選択している

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、

燃料電池自動車を利用している

たまに(一部で)取り組んでいる



≪省エネ・再エネ設備の設置状況と今後の設置意向≫

≪自家用車の購入・買い替え時に、

電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車の購入を検討しようと思うか≫

設置している 設置していない 設置できない わからない 無回答

7.5

21.7 

2.0 

15.3 

3.6 

26.3 

2.2 

17.5 

3.1 

19.9 

11.9 

28.3 

44.0

15.1 

54.0 

8.2 

55.7 

6.0 

46.7 

7.3 

51.1 

8.0 

44.3 

6.2 

45.4

35.9 

37.0 

40.3 

32.5 

38.0 

35.4 

36.5 

33.0 

39.1 

29.4 

33.8 

2.4

25.2 

6.4 

33.8 

7.5 

27.9 

14.6 

36.5 

11.7 

30.8 

14.1 

29.7 

0.7

2.0 

0.5 

2.4 

0.7 

1.8 

1.1 

2.2 

1.1 

2.2 

0.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後

現在

今後ヒートポンプ給湯器※5

設置したい 設置したくない 決めていない わからない 無回答

【 現在 】

【 今後 】

太陽光発電

家庭用燃料電池※１

蓄電池※2

ＨＥＭＳ※3

充電設備※4

そう思う
22.4%

どちらかといえば

そう思う
31.2%

どちらかといえば

そう思わない
13.9%

そう思わない
10.2%

自家用車を購入する

つもりはない
21.7%

無回答
0.5%

『そう思う』と回答した方は

53.6％となりました。

『そう思う』
53.6%

※１ 家庭用燃料電池（エネファーム）

：ガスから水素を取り出して発電と給湯に利用する機器

※２ 蓄電池

：電気を蓄えておき、必要なときに電気を使うことができる機器

※３ ＨＥＭＳ（ホーム エネルギー マネジメント システム）

：電気の使用状況の確認や、照明や空調などの電気機器の制御をする戸建用システム

※４ 充電設備

：電気自動車やプラグインハイブリッド自動車に充電するための設備

※５ ヒートポンプ給湯器（エコキュート）

：空気の熱を利用し、わずかな電気を使い効率的にお湯を沸かす機器



⑤「福岡市の教育」について（N＝548）
≪あなたが子どもだった頃に比べて周りの子どもの状況をどのように感じるか（項目別：抜粋）≫

3.8

5.2

7.7

10.8

16.5

14.6

20.4

20.8

37.1

37.7

34.0

35.4

29.3

30.3

26.5

24.5

10.9

10.3

7.7

6.0

2.4

1.9

3.8

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ27

(2015)

（N=552）

Ｈ29

(2017)

（N=575）

R3

(2021)

（N=574）

R5

(2023)

（N=548）

どちらかといえば低下している

ほとんど変わっていない

低下している 無回答

■あいさつや掃除などの基本的生活習慣

3.4

2.6

5.9

11.1

12.5

18.4

25.1

24.3

30.4

32.0

32.2

31.4

35.7

32.5

24.0

22.1

15.4

12.5

8.9

8.4

2.5

1.9

3.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ27

(2015)

（N=552）

Ｈ29

(2017)

（N=575）

R3

(2021)

（N=574）

R5

(2023)

（N=548）

■社会のルールを守り、マナーを大切にする気持ち

3.6

3.5

6.8

9.1

20.5

25.0

31.0

31.0

49.3

45.7

40.1

40.0

19.6

19.1

15.5

13.5

4.0

4.5

3.0

3.5

3.1

2.1

3.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ27

(2015)

（N=552）

Ｈ29

(2017)

（N=575）

R3

(2021)

（N=574）

R5

(2023)

（N=548）

■将来の夢に向かって自分を伸ばそうとする力

「あいさつや掃除などの基本的生活習慣」「社会のルールを守り、マナーを大切にする気持ち」「将来の夢

に向かって自分を伸ばそうとする力」は、平成２７年度から令和５年度間の調査結果を比べると、『向上し

ている』が増加傾向にあります。

向上している どちらかといえば向上している



≪お住まいの地域（校区）の人たちの活動や意識について（項目別：抜粋）≫

≪今後、「魅力ある教育」の推進のために優先して取り組むべきこと≫

「社会のルールやマナーを守る規範意識の醸成」「自分の大切さとともに他者の大切さを認めることが

できる人権教育の推進」「あいさつや掃除など基本的生活習慣の確立・定着」 の上位３項目について

は、半数以上の方が取り組んでほしいと回答しています。

13.0

15.1

12.7

11.7

36.1

43.1

43.2

38.9

15.9

12.5

13.4

13.7

16.8

12.0

12.4

17.2

17.0

16.7

16.6

17.9

1.1

0.5

1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ27

(2015)

（N=552）

Ｈ29

(2017)

（N=575）

R3

(2021)

（N=574）

R5

(2023)

（N=548）

■地域の安全パトロールや青少年の健全育成に取り組んでいる

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

63.0

59.5

53.6

44.0

39.6

27.2

19.9

17.7

17.0

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会のルールやマナーを守る規範意識の醸成

自分の大切さとともに他者の大切さを認める

ことができる人権教育の推進

あいさつや掃除など基本的生活習慣の

確立・定着

考える、感じる、想像するなどの

基盤となる国語力の強化

グローバル化に対応した外国語（英語）教育

の推進

体力の向上を図るための取組みの充実

学校での学習と自分の将来との関係に気づき、

学ぶ意欲が高まるキャリア教育の推進

プロジェクタやタブレットなどのＩＣＴを活用した

教育の充実

大学（教員・学生）や企業、地域人材などの

多様な人材の活用（講師など）

一人ひとりの特性に応じた特別支援教育の推進

回答は５つまで

（上位１０項目）
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